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概 要

造林・保育作業の効率化・省力化に向けた取組

○新たな技術を活用したスマート林業の定着に向け、道有林が持つ資源や技術力を活用し、地域の特性に
応じたスマート林業の実践・普及に取り組みます。
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取組事項3（2-1）

道有林におけるスマート林業の取組

９９９９９

・衛星画像や航空レーザ等のデジタルデータを活用し、
人工林の本数や材積などを把握する手法を確立す
るとともに、その情報を森林調査簿としてシステム上
で一元的に管理する仕組みの整備。

森林資源管理の取組

航空レーザの計測データ

立木調査の取組

地上レーザの計測データ

管理区 渡島東部 上川北部

地拵（伐根処理） 全刈 （抜き取り） 全刈 （粉砕）

植栽
2,500本/ha(保安林) 1,500本/ha(普通林)

カラマツ類コンテナ苗 カラマツ類コンテナ苗

下刈 ラジコン草刈機 ラジコン草刈機・重機アタッチメント

・航空レーザや地上レーザ、ドローン写真等のデジタル
データを活用し、伐採予定箇所における伐採木の調
査手法を確立するとともに、データを活用した立木販
売を試行。
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リモコン式草刈り機による下刈作業伐根処理前 伐根処理後

伐根処理することにより、
機械の走行が可能。

トドマツ

広葉樹

針広混交林

無立木地

区 分 内 容

地 拵 ・下草刈りの機械化を想定した伐根処理の手法について検証・工程調査を実施

植 栽
・コンテナ苗の利用拡大
・成長の良いカラマツ類を使用し、植栽本数や下刈回数を低減

下 刈
・ラジコン草刈機や大型重機による下刈作業の実証・工程調査
・列間刈等の苗木への影響調査を実施

①各作業の省力化の推進

②機械施工を前提とした人工林造成モデル

植栽から伐採まで機械施工を前提としたモデル林において、機械による地拵・下刈りを

実施し、効率性や省力化の効果等を検証


